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る（東郷ほか , 2011ab , 2014ab ; 東郷 , 2012）。歴史的
な大地震・749 年パレスティナ大地震の震源として注
目されている存在でもある（Marco et al., 2003）。
　2008 年以来、ヨルダン天然資源庁 NRA（現在のエ
ネルギー・天然資源省 MEMR）で入手した古い空中
写真（1950 年代英空軍撮影）（長谷川ほか, 2014 ; 長
谷川, 2015）を活用しつつ、JVF の活断層としての実
態、その活動特性の解明を目指して調査研究に取り
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河谷 Cʼ との分水界から下る谷 aʼ が存在するだけで他
に目立つ谷地形は認められない。これら 2つは、規模・
方向・配置形状が、小径下流側でともに裁頭谷となっ
て途絶える谷 A とその支谷 a のそれに酷似している
ので、それぞれの上流河谷にあたると見なせる。谷 A
－Aʼ、a－ａʼ が、f－f ʼ 線をもって断ち切られ、大き
く左横ずれ状の食い違いを起こしたことは明らかで
ある。谷 Aʼ は、小径にそって右岸側から張り出した
低い高まり m1 によって行く手を遮られ、この m1 の
西側には、Aʼ 谷底面をきって生じた東向き直線状低




　写真 3 は、ほぼ正面からみた北隣りの谷 C－Cʼ 下
流部（写真 1） の近景である。この谷も、谷 A－Aʼ と
同様に f－f ʼ線上で大きく左ずれの食い違いを起こし、




みて間違いない。谷 Cʼ の行く手を遮る逆向き低崖 S2
の存在は、Cʼ がガリを伴った状態で切断されたこと
を如実に物語っている。


















に断ち、ほぼ南北（N 約 4° E 方向）に一直線状をな
して走る断層線を形成している。断層線に沿って認
められる主な断層変位地形を、以下簡単に記載する。







その西側は半円形をなす比高 40m 余の丘（Dhahrat Al 













Kibed と呼ばれる sag pond である（Al-Taj, 2000）。中





Al- Russief の河谷が、大きく左横ずれしている（図 1,
写真 4 左）。その横ずれ量は 170 ～ 180m と見積もれ、
















わたって存在する（写真 4右）。本稿で注目した Wadi 












   
図 1　ヨルダン・ヴァレー断層帯の分布・形状





写真 4　空中写真で見る JVF の断層線
左：Zarqa 川南方地区，右：Zarqa 川河谷およびその北方地区．いずれも 1950 年代初期に英空軍によって撮影され
たものの一部．右は同一撮影コース上の写真３枚を合成したもの .




















きよう。楔状落ち込み部では、h1ʼ、Bʼ、h2ʼ が 2m 余
と大きく陥落している。しかし、この楔状落ち込み
部の両側に位置する地層群、例えば h1 － h1”、h2 －








　露頭をさらに注視すると h1 － h1”、h2 － h2”、h3
－ h3” のこのような高度変化は、それらに挟まれて
存する Br － Br” と Gr － Gr” の厚さの変化に対応し

















　2 章で取り上げた Wadi Al Gham 下流右岸谷壁斜面












2 つの谷が、F － Fʼʼ の 1 線をもって断たれ、左横ず
れしている様子が改めてよく確認できよう。左横ず
れして谷 C との連続を断たれた谷 Cʼ は、下流側に右
岸谷壁 m2 がせり出したことで行く手を遮られ、閉塞
凹地化している。閉塞に関わった高まり m2 は比高













は谷 A 以外に存在しない。この事実は、谷 A－Aʼ の
左横ずれ変位が一度の断層活動で生じたものである
ことを示している。
　谷 A－Aʼ、谷 C－Cʼ に加え、その中間に位置する




いる。谷 A－Aʼ、谷 C－Cʼ、分水界 B－Bʼ それぞれ
の左横ずれ量を、図 2 を用いて計測すると、ｲ） 谷 A
－Aʼ 右岸縁：約 13－14m、ﾛ）同左岸縁：10m 前後、
ﾊ）谷 a－aʼ：13－14m、ﾆ）谷 C－Cʼ の右岸縁：約
10m となる。現地で巻き尺を用いた計測の結果は、ｲ）：
11.6m、ﾛ）：9m、ﾊ）：13.2m、ﾆ）：10.7m であった。
　断層線を境とした谷 A－Aʼ、分水界 B－Bʼ、谷 C－
Cʼ それぞれの高度的不連続に注目すると、谷 A－Aʼ、 
谷 C－Cʼ については、明らかに A、C が低位にある
が、その高度差は 1 ～ 2m を超えることはない。分水





















































（2014b）の続編にあたる。これらは2009 ～ 2011 年
度科研費補助金（基礎研究 C : 課題番号 21501007）に
よる成果を基礎にし、その後の調査研究成果を加え
てまとめたものである。本稿を取りまとめるにあた
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